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A  幼稚園は小学校の「準備」ではなく「土台」づくりですよ。 

 

 

 

     

小学校 

幼児教育 
遊び 

教科学習 

 

興味の広がり 

いろいろなものに興味をもち、おもしろさ

を感じること 

自己調整 

集中したり、根気強く取り組んだり、工夫

したり、見通しをもったりする力 

気づき 

遊びの中で発見をして、それを周囲に伝え

ること 

意欲的に授業に参加する力 

与えられた課題を「自分自身の課題とと

らえる」「問題を解いてみたい」という意

欲をもつ、新しく出合うことを「おもし

ろい」と思える・・・など 

学びの芽生え 

自覚的な学び 

①遊びを発展させましょう 

同じ遊びを繰り返すのではなく、今日、明日、来週・・・ 

と少しずつ複雑な遊びへと発展させることが大切です。 

②協同的な活動を取り入れましょう 

５歳になったころから、グループで行う協同的な活動を重視してくだ

さい。１日では終わらない連続的な活動の方が協同的な活動を通した

学びは深まりやすくなります。 

③言葉による伝え合いを取り入れましょう 

帰りの時間に何をして遊んだのかを発表し合うなど、言葉による伝え

合いの活動を取り入れましょう。 

 

「おもしろいな。やってみたいな。なぜだろう。知り
たいな。ふしぎだな」という学びの芽を大切に育て
てくださいね。 

幼児教育って、 

どんなところを大切にすればよいのでしょうか？ 

 

「学びの芽生え」を促す援助のポイントを３つあげます！ 
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